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微粒子のサイズをめぐって
名大理 佐藤修二

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
X(水素)      =70.683 ±2.5%
Y(ヘリウム) =27.431 ± 6%
Z(Li-U)          =  1.886 ± 8.5%        理科年表平成19年度版

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
重元素 炭素→酸素→硅素→ →鉄 大半＝＞微粒子

バリオン4％ x Z％ x 1/3 x 1/2 = 1.24x10ー4 =0.0001! 

暗黒星雲 微粒子 もっとも輝かしいもの

微塵 地球 生命
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Circinus T-2 ＝コンパス座T-2
IRSF／SIRIUS 近赤外３色

JHKs ３色合成 星（点像）を差し引く

煙って拡がって見える＝＞散乱
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Lup-3
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へびつかい
へびつかい座
暗黒星雲
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星雲を巡ってー
暗黒星雲：Dark 塵が吸収散乱する

20世紀前半

散光星雲 輝線星雲：Emission           ガスが光る

（Diffuse）反射星雲：Reflection      塵が反射する

近赤外では“暗黒星雲Dも輝いている！
Lupus-3  周りが明るい

グロビュールが煙っている 星野光の照り返し

＝＞多くの暗黒星雲は “散乱”星雲でもある
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微塵 微粒子
微塵 サイズａ〜100nm

〜 1nm
体積 V＝
原子数N＝
重さ m＝

電磁波

音波

遠方の星の色は赤みを帯びる 1930 R. トランプラー

密

疎

密 密 密密
疎 疎 疎

光
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減衰 −−− − 発光 −−− − 放射
散乱＋吸収 ルミネッセンス 熱放射
※赤化

原子・分子・固体内部 束縛電子／自由電子／格子振動／放射アンテナ効率

散乱 吸収 緩和

ａ〜λ ａ〜100nm 2πａ/λ＝x〜１ ＠可視光
散乱／吸収断面積 σ＝Q ・πａ2

ａ
1nmVSG(Very Small Grain )＜＝〜100nm＝＞10μm

Q λ-4 ２

1. 減光−2.赤化−3.散乱−4.発光− 5.放射 赤

化 散乱 発光 放射
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効率:Q ・πａ2 Qext＝Qsca＋Qabs

m=1.6

m=1.6-0.05i

scatter

x=2πａ/λ
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スターバースト銀河
（赤外線銀河）

(高木2001)

遠赤外線

Arp 220

M82

遠赤外線

Dust Free Model

Dust Free Model Observed SED

Observed SED

Dwek et al. (1997)

Our Galaxy
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天の川銀河の微塵
ａ〜100nm

暗黒と光明−星銀河宇宙の中で−

微か ａ〜100nm 僅か 重元素0.0001
「地上の一塵一露にも宇宙の縁起があり

宇宙を映し宿す」

ナミブ砂漠の砂VSG:極/超微粒子


